
この度は、「Happy nixie clock」をお買い上げ頂き、誠にありがとうございます。
製品を正しくご使用頂く為にも、取扱説明書はよくお読みになり、理解してからお使い下さい。

＜注意＞

ニキシー管は薄いガラスでできており、強い衝撃を与えると破損
することがあります。
外見上壊れていなくともヒビが入ると管の内部に空気が入って
点灯しなくなることがありますので注意してください。

M: MODE  
U: DISP/UP 
D: OTH/DOWN 
S: SET 
R:RESET

[ モード切替 ]

    MODE ボタンを押す毎に
　[ 時計モード ]→[ カレンダーモード ]→[ 温度計モード ]→[AUTO モード ]
　の順に切り替わります。 

[ 時計モード ]

　時刻を 6桁で表示します。
　時計モードではDISP ボタンを押す毎にセパレータの点灯状態が
　[ 点滅 ]→[ 消灯 ]→[ 点灯 ]
　の順に切り替わります。

[ 日時・時刻の設定 ]

    (1)  SET ボタンを押してください。 
    (2)  左の 2桁に「年」が表示されますので、西暦の下 2桁を設定してください。
    数値は UP,DOWNボタンを押す毎に上下します。
    UP または DOWNボタンは押し続けることで早送りができます。 
    (3)  「年」を決定したら SET ボタンを押すと、中央の 2桁に「月」が表示される
    ので、「年」と同様の操作で現在の月を設定してください。 
    (4)  「月」を決定したら SET ボタンを押すと、右の 2桁に「日」が表示される
    ので、「年」や「月」と同様の操作で今日の日付を設定してください。 
    (5)  「日」を決定したら SET ボタンを押すと、次は「時間」と「分」が表示
    されるので、最初に現在の時刻 ( 時間 ) を 24 時間表記で設定してください。 
    (6)  「時間」を決定したら SET ボタンを押すと、「分」の設定に移ります。
    同様に現在の時刻 ( 分 ) を設定してください。 
    (7)  最後に SET ボタンを押すと、設定した「時」「分」の 0秒から時計が
    スタートします。 

[ 時計合わせ ]

　DOWNボタンを押すと、現在時計に表示されている時間に最も近い
    正時 ( 前後 30 分以内で近い方の xx 時 00 分 00 秒 ) にセットします。
　時計の表示がずれてきた場合、時報に合わせてDOWNボタンを押すと
    良いでしょう。

[ カレンダーモード ]

　現在の年月日を表示します。
　カレンダーモードでは 2つのセパレータは消灯します。
　カレンダーモードではDISP ボタンを押す毎に
　[YYMMDD ( 年月日 )]→[DDMMYY ( 日月年 )]→[MMDDYY ( 月日年 )]
　の順に表示形式が切り替わります。

[ 温度計モード ]

　現在の室温を表示します。
　電源を入れてから測定温度が安定するまで少々時間がかかります。
　たいていは一時間ほどでほぼ安定します。

[AUTO モード ]

     時計、カレンダー、温度計の表示を数秒毎に切り替えて自動表示します。
　表示パターンの設定方法は説明書（設定編）を参照してください。

[ ディマー機能 ]

 　周囲の明るさに合わせて二段階にニキシー管の点灯照度が変化します。

[ バックアップ機能 ]

 　停電や ACアダプタを抜いた場合に備え、30 分程度まで内部クロックを
     供給するバックアップバッテリーを内蔵しています。
　 バックアップバッテリーは ACアダプタ接続している間に充電されます。

<特徴 >

小型ニキシー管 IN-16 を使用した 6桁表示のデジタル時計です。

時計用クロックに±2ppmの温度補償型水晶発振器を搭載し、標準電波や
GPS を必要とせずに年間誤差±1分以内の超高精度を実現しています。

時刻（時分秒）以外に、日付（年月日）、気温（℃）を表示することができ
ます。

気温の測定範囲は -55.0℃～ +99.9℃、精度は -10℃～ +85℃において±0.5℃
です。

周囲が暗くなるとニキシー管の輝度を抑えるディマー機能を備えています。

各種表示の形式や表示パターン、輝度の設定など様々な項目についてユーザ
設定が可能です。

<その他 >

動作中に本体からわずかに高周波音が聞こえることがありますが、高電圧
発生回路の動作音で故障ではありません。

動作に異常があった場合、RESET ボタンをを押すことで時計本体をリセット
できます。

[ 保証期間 ]
　購入日より一年間となります。
　＊お客様都合での故障、不具合、破損は保証対象外となりますので、ご注意
　　下さい。

[ 購入年月日 ]　　　　　　年　　　月　　　日

＜警告＞

ニキシークロック本体内部の基板や部品には高電圧の箇所があり
ます。感電の危険がありますので、分解したり内部に触れること
は絶対に行わないでください。

水槽や水回りの近くなど、水がかかりやすい場所には設置しない
でください。

本体や ACアダプタはなるべく風通しの良い場所に設置して、布な
どをかぶせたり可燃物のそばに置くことは避けてください。

焦げくさい臭いにおいなど、異常を感じた時は ACアダプタをコン
セントから抜いてください。

ACアダプタは必ず本製品付属のものを使用してください。

SDUM

------------------------------------------------
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もし、何か不具合などございましたら、下記連絡先までご連絡下さい。
125-0061　東京都葛飾区亀有3-49-1-410
株式会社 ANDY MARIO
TEL: 03-3604-5401
MAIL: info@andymario.com

＊電源を入れるとすぐに動作しますが、「時」「分」「秒」の「時」の「十の位」は点灯
　しません。これはユーザー設定１の「ゼロサプレスあり」になっているからです。
　しかし、十の位が何も付いていない時（00時～09時まで）に「時」の「一の位」
　と同じ数字がチカチカする、またはその一部がよく見ると光っているといった
　具合になる事がございます。

　これはニキシー管の点灯のさせ方による「残像」なのですが、「全然チカチカしない」
　ものもあれば「チカチカが気になる」ものもあります。これはニキシー管の個体差に
　よるもので、故障ではございません。また、機械的に直す事もできません。

　「気になる」との事でしたら、ユーザー設定メニュー１の<ゼロサプレス有無>で
　設定を「0」（ゼロサプレス無し）にして頂き、「時」の「十の位」に「0」を表示するように
　して下さい。



「Happy nixie clock」の設定につきましての説明書になります。

ID 　　　設定項目  
01 ゼロサプレス有無  
02  12 時間 /24 時間表示  
03  ディマー有効照度設定  
04  Hi 輝度設定  
05  Lo 輝度設定  
06  温度補正値Hi 設定  
07  温度補正値 Lo 設定  
08  セグメントチェック  
09  AUTO シーケンス設定  
10  デモモード 

設定値 　　　設定項目 
0  　　　 ゼロサプレスなし（時刻頭の '0' 付きで表示） 
1  　　　 ゼロサプレスあり（時刻頭の '0' は付けない） 

＜ユーザー設定メニューにつきまして＞

SET ボタンを 1秒以上押すとユーザ設定メニューが表示されます。
（SET ボタンを長押しすると 1秒後にセパレータ 2が点灯するので、これを
確認してからボタンを離します）。

中央 2桁に ID が表示されるので、UP/DOWNボタンで設定したい項目の ID
に切り替えます。

設定項目 (ID) を決定したら SET ボタンを押し、以下に示す方法で機能設定
を行います。
メニューのキャンセルはMODE ボタンです。

＜01 ゼロサプレス有無＞
　時刻のゼロサプレス（00 時～ 09 時までの間、時刻先頭の '0' を表示するか
　省略するか）を設定します。
　右端に表示された現在の設定値をUP/DOWNボタンで切り替え、SET ボタン
　で選択します。
　キャンセルはMODE ボタンです。

step 　表示モード　 秒数 
  01  　　　00  　　　 30 
  02  　　　01 　　　  05 
  03  　　　00  　　　 25 
  04  　　　03  　　　  --  

step 　表示モード　 秒数 
  01  　　　00  　　　 60 
  02  　　　00 　　　  60 
  03  　　　02  　　　 05
  04               00                55
  05  　　　03  　　　  --  

設定値  　　　内容  
 12  　　　12 時間フォーマット 
 24 　　　 24 時間フォーマット [ 初期値 ]  

＜02 12 時間 /24 時間表示＞
　時刻表示フォーマットの 12 時間表記／ 24 時間表記を設定します。
　右端に表示された現在の設定値をUP/DOWNボタンで切り替え、SET ボタン
　で選択します。
　キャンセルはMODE ボタンです。

設定値  　　　　内容  
 000 ～ 255  　　ディマー動作境界値 [ 初期値 =40]   

＜03 ディマー有効照度設定＞
　ディマー（周囲の明るさによってニキシー管の点灯輝度を変える）動作を
　行う境界値を設定します。
　右端の 3桁に、現在の本機周囲の明るさが表示されます。（数値は 000 ～
　255 の範囲 )
　光センサの付近を手でさえぎるか置き場所を変えるなどして、希望の数値に
　なったところで SET ボタンを押して境界値を設定します。
　周囲の明るさがその数値を下回るとディマー機能によって Lo輝度点灯に、
　上回るとHi 輝度点灯となります。
　設定値=0 の場合、ディマーは無効となり、常にHi 輝度点灯となります。
　Hi 輝度 /Lo 輝度の設定は下記 04 Hi 輝度設定、05 Lo 輝度設定の項目を参照
　してください。

設定値  　　　　内容  
 00 ～ 99 　　　 Hi 輝度の明るさレベル [ 初期値 =75]    

＜04 Hi 輝度設定＞
　Hi 輝度の明るさを設定します。Hi/Lo 輝度については上記 03 ディマー有効
　照度設定の項目を参照してください。
　右端に表示された現在の設定値をUP/DOWNボタンで増減し、希望の輝度に
　なったら SET ボタンで設定します。
　表示される数値は、その値に対応する輝度で点灯するので実際の明るさを
　確認しながら調整できます。
　キャンセルはMODE ボタンです。
　※輝度=0を設定すると実際には完全消灯になります。

設定値  　　　　内容  
 00 ～ 99 　　　 Lo 輝度の明るさレベル [ 初期値 =20]    

＜05 Lo 輝度設定＞
　Lo輝度の明るさを設定します。Hi/Lo 輝度については上記 03 ディマー有効
　照度設定の項目を参照してください。
　右端に表示された現在の設定値をUP/DOWNボタンで増減し、希望の輝度に
　なったら SET ボタンで設定します。
　表示される数値は、その値に対応する輝度で点灯するので実際の明るさを
　確認しながら調整できます。
　キャンセルはMODE ボタンです。
　※輝度=0を設定すると実際には完全消灯になります。

設定値  　　　　内容  
 00 ～ 255 　　　 温度補正値Hi [ 初期値 =122]  

＜06 温度補正値Hi 設定＞
　Hi 輝度で点灯中の温度補正値を設定します。
　右端に表示された現在の設定値をUP/DOWNボタンで増減し、希望の値になり
　ましたら SET ボタンで設定します。
　キャンセルはMODE ボタンです。
　温度補正のしくみと補正値の計算方法は、下記の「温度補正」の項目を参照して
　ください。

設定値  　　　　内容  
 00 ～ 255 　　　 温度補正値 Lo [ 初期値 =114]  

＜07 温度補正値 Lo設定＞
　Lo輝度で点灯中の温度補正値を設定します。
　右端に表示された現在の設定値をUP/DOWNボタンで増減し、希望の値になり
　ましたら SET ボタンで設定します。
　キャンセルはMODE ボタンです。
　温度補正のしくみと補正値の計算方法は、下記の「温度補正」の項目を参照して
　ください。

＜09 AUTO シーケンス設定＞
　AUTOモードでの表示動作をプログラミングします。
　設定できる項目は <step> < 表示モード > < 秒数 >　です。
　＊このプログラムを動作する場合は、設定後、必ずモードを「AUTOモード」に
　変更して下さい。

　<step> ： シーケンス番号で、01 ～ 20 までの最大 20 ステップが設定できます。
　<表示モード> ： 時計モード [00]、カレンダーモード [01]、温度計モード [02]、
　END[03] のいずれかを選択します。
　<秒数 > ： 01 ～ 60 （この <秒数 >で指定した時間が経過したら次のステップを
　実行します）

　シーケンスは時計が '00' 秒になった時点で<step>01 からスタートし、<表示モ
　ード>のモードを<秒数 >実行したのち、次の step を実行します。
　<表示モード>が [03] になるか、<step>20 を実行すると次の<step> は 01 に
　戻ります。

　例１） 30 秒間時計表示、次に 5秒間日付を表示、次に 25 秒間時計を表示　
　( 総秒数 60 秒 ) をくりかえす

    例２） 2 分間時計表示、5秒温度表示、55 秒時計表示 をくりかえす

＜08 セグメントチェック＞
　ニシキー管の状態を検査します。
　全ニキシー管のセグメント（0～ 9の数字型電極 ) について、不良がないか
　どうか確認するためいくつかのパターンで点灯したのち本来の表示モードに
　復帰します。

IN-16 nixie clock 取扱説明書　＜設定編＞



IN-16 nixie clock 取扱説明書　＜設定編＞

step 　表示モード　 秒数 
  01  　　　00  　　　 11 
  02  　　　01 　　　  03 
  03  　　　00  　　　 12 
  04  　　　02  　　　 03
  05               00                01
  06               03                 -- 

　SET ボタンの長押しでユーザ設定メニューに入り、UP/DOWNボタンで
　メニュー IDの 06( 温度補正 H設定）を選び、SET ボタンを押します。
　ここで表示される値が現在の設定補正値 なので、その値に上記で求めた
　dx を加えた（マイナスの場合は引いた）数値になるようUP/DOWNで
　調整します。

　SET ボタンを押すと新たな補正値として保存されます。
　同様にメニューの 07( 温度補正 L設定）も設定・保存してください。

 例）
　　現在の補正設定値 = 90、dx = 40 の場合、
　　新たな設定値 = 90 + 40 = 130 とします。

　　現在の補正設定値 = 90、dx = -16 の場合、
　　新たな設定値 = 90 - 16 = 74 とします。
 

メニューの 06( 温度補正H設定 ) と 07( 温度補正 L設定 ) の違いについて

　ディマーのオン・オフでニキシー管の点灯照度の差が大きくなるような
　設定を行った場合（Hi 照度と Lo 照度の差を大きくした時）、本体の消費電力
　の差も大きくなるためディマーの動作によってケース内の温度が変化して
　温度表示に多少影響の出ることがあります。

　そのようなケースにそなえ、Hi 照度の時の補正値と Lo照度の時の補正値を
　それぞれ個別に設定できるようにしてあります。

ソフトウェアバージョンの表示

　MODE ボタンを押したまま RESET ボタンを押す（押してすぐ離す）と、
　現在のソフトウェアバージョンを表示します。
　本操作では通常リセットも行われるため、時刻のみ再設定してください。

＜10 デモモード＞
　時刻、日付、気温を順番に右から左に流れるように表示します。
　いずれかのボタンを押すとデモモードを終了し、本来の表示モードに復帰します。

＜11 劣化カソード回復＞
ニキシー管の任意の桁で０～９いずれかの数字（カソード）を最大 30 分間連続点灯
することで、点灯不良箇所が発生したカソードの回復処理を行います。
UP/DOWNボタンで数字の変更、SET ボタンで次の桁に移動するので、点灯させたい
桁と数字を設定します。
キャンセルはMODE ボタンです。

本処理は、点灯開始から約 30 分で自動的に終了します。

( カソードの劣化と回復の概要 )
ニキシークロックを数年程度の長期にわたって使用していると、点灯頻度の低い数字
（カソード）が暗くなったりカソードの一部分が点灯しなくなったりすることがあり
ます。
これはスパッタリングという現象によって、放電しにくくなる箇所がカソードに発生
することが原因です。
1桁目の２～９や、3桁目・5桁目の６～９は点灯することがほとんど無いため上記
の劣化が起きやすく、特に 5桁目は温度表示モードで小数以下を表示した時に不点
灯箇所を発見することがあります。
そのようなカソードは、劣化カソード回復処理でしばらく点灯させることによって
ある程度回復させることが出来ます。

必要以上に連続点灯するとニキシー管の寿命に影響するので、30 分程度を一区切り
にして様子を見ながら行うようにしてください。

点灯不良にはスパッタリング以外の原因もあるので、6時間程度回復処理を実行して
も改善しない場合は本処理を中止してください。

設定値のロード・セーブについて

　各設定値やシーケンスなどはすべて不揮発性メモリにセーブされます。
　不揮発性メモリは RESET ボタンを押したり長期間電源を切った状態でもデータ
　を保持しますので、上記の設定値は次回に電源を投入した時点でロードされる
　ため再設定する必要はありません。
　ただし、時刻はバックアップバッテリーが有効な間は保持および時刻カウント
　が継続されますが、電源を切った状態で長時間放置したり RESET ボタンを押すと
　リセットされますので、その場合は再設定が必要です。

設定値のオールリセット（出荷時設定に戻す）機能について

　SET ボタンとOTH/DOWNボタンの両方を押したまま、RESET ボタンを押す（押し
　てすぐ離す）と、不揮発性メモリの設定値をすべて出荷時の設定値に戻します。

シーケンスの設定方法
　
<step> が左端に表示されるので、UP/DOWNボタンで設定するシーケンス番号
を表示します。

SET ボタンで <step> を決定すると、中央に<表示モード>が表示されます。
<表示モード>は UP/DOWNボタンで時計モード [00]、カレンダーモード [01] 
温度計モード [02]、END[03] いずれかが選べるので、希望のモードを表示させて
SET ボタンで決定します。

END[03] を選択した場合、シーケンスの設定は完了し、本来の表示モードへ復帰
します。
<表示モード>に [00]、[01]、[02] のいずれかを選択した場合、右端に<秒数 >
が表示されるので、そのモードを継続する希望の秒数をUP/DOWNボタンで設定
します。
SET ボタンを押すとそのステップが確定し、プログラムメモリに記憶されます。
<step> は自動的に次のステップに移動するので、必要なだけステップとモード、
秒数を設定します。

いずれの場面でもMODE ボタンでキャンセル ( 戻る）ができます。

※AUTOシーケンスを設定した後は、時計の '00' 秒をカウントしてからシーケンス
がスタートするため、指定通りの動作を開始するまでしばらく（最大で 59 秒）
かかることがあります。

[AUTOシーケンスの初期値 ]

温度補正について

　ニキシークロックの設置環境や ACアダプタの出力電圧の違いなど、様々な
    要因で実際の気温と本機に表示される気温の乖離が大きくなることがあります。
　ある程度正確な気温がわかっている場合、補正値を設定することでより正確な
　気温を表示させることができます。

　補正を行うにはまずリファレンスとなる温度計を用意し、次に本機を設置する
　箇所で電源を入れて一時間ほど動作させた後、温度計モードにて表示されている
　気温とリファレンス温度計の気温を確認します。

　リファレンス気温をａ(℃)、時計に表示されている気温をｂ(℃) とした場合、表示
　のズレをｃ(℃) とします。

 例）
　　実際の気温 aが 25.0℃、表示 bが 27.5℃とすると、ズレ c=2.5℃
　　実際の気温 aが 25.0℃、表示 bが 24.0℃とすると、ズレ c=-1.0℃　
 

　　補正値 dｘは c ÷ 0.0625 で求めます。

 例）
　　c = 2.5 の場合、 dx = 2.5 ÷ 0.0625 = 40　
　　c = -1.0 の場合、 dx = -1.0 ÷ 0.0625 = -16　
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